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発行／山鹿市議会
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議会報告会
令和８年１月３０日（金）
　　　　　　　市役所501会議室

１９：００～２０：３０

ほか市内７会場で順次開催！
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 ★
議 会 報 告 会★

 ★
議 会 報 告 会★

 ★
議 会 報 告 会★

議員と 語ろう議員と 語ろう
～市民が参画できる開かれた議会へ～

1

2

3

4

5

6

7

8

議会報告会プログラム令和8年 議会報告会会場

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

開会

議長挨拶

議員自己紹介

議会概要報告

質疑応答

グループディスカッション

グループ報告

閉会

合計90分

お問い合わせ：
　山鹿市議会事務局
　☎0968-43-1634

各委員会による行政視察などの報告を行い、市民の皆さまの様々なご意
見を議員が直接伺います。だれでもどこでも何度でも参加できます。
　　　　　　山鹿の未来を議員と一緒にお話しましょう！

１月３０日(金) １９:００～
山鹿会場：市役所501会議室

２月１日(日) １３:３０～
鹿央会場：鹿央市民センター

２月７日(土) １３:３０～
菊鹿会場：内田構造改善センター

２月８日(日) １３:３０～
山鹿会場：平小城地区公民館

２月１４日(土) １３:３０～
鹿本会場：鹿本ふれあいセンター

２月１５日(日) １３:３０～
山鹿会場：八幡地区公民館

２月２１日(土) １３:３０～
鹿北会場：椎持研修センター

２月２２日(日) １３:３０～
山鹿会場：大道地区公民館
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こ
の
事
業
は
、
地
域
の
農
林
畜
産
物
や
地
域
資
源
を
活
用
し
た
生
産
者
や
食
関

連
企
業
、
行
政
等
が
一
体
と
な
り
3
者
以
上
で
構
成
さ
れ
た
団
体
を
支
援
す
る
事

業
で
あ
る
。
事
業
実
施
主
体
は
菊
鹿
ワ
イ
ン
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
、
熊
本
ワ
イ
ン

フ
ァ
ー
ム
㈱
、
菊
鹿
町
葡
萄
生
産
振
興
会
、
山
鹿
市
の
3
者
で
構
成
さ
れ
、
ワ
イ

ン
用
ブ
ド
ウ
の
更
な
る
高
付
加
価
値
化
を
目
的
に
、
菊
鹿
ワ
イ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
図
る
と
と
も
に
、
ワ
イ
ン
製
造

過
程
で
出
る
搾
り
か
す
を
再
利
用

し
て
作
る
蒸
留
酒
「
グ
ラ
ッ
パ
」

の
新
開
発
を
行
う
。

　
総
事
業
費
６
，９
９
７
万
９
，４

０
０
円
、
県
か
ら
の
補
助
金
３
，

１
７
３
万
９
千
円
、
残
り
は
自
己

資
金
と
な
り
熊
本
ワ
イ
ン
フ
ァ
ー

ム
が
全
額
負
担
す
る
。
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開催

建
設
経
済
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

建
設
経
済
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

食
の
み
や
こ
熊
本
県
創
造
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
推
進
事
業

◎
金
光
　一
誠
　
　〇
古
川
　和
博
　
　服
部
　香
代
　

　芋
生
よ
し
や
　
　
　高
橋
　龍
一
　
　北
原
　和
智

建
設
経
済
委
員
会
行
政
視
察

建
設
経
済
委
員
会
行
政
視
察

期間

令
和
7
年
7
月
30
日
〜
31
日

①
栃
木
県
佐
野
市

②
茨
城
県
笠
間
市

視察先

①
栃
木
県
佐
野
市
　
Ｎ 
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ 

株
式
会
社

「
農
業
を
産
業
に
、新
た
な
農
業
ス
タ
イ
ル
」

　
旧
閉
馬
小
学
校
の
廃
校
を
活
用
し
次
世
代
農
業
を
提
案
す
る
Ｎ 

Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
㈱
で

は
、
水
耕
栽
培
を
用
い
て
こ
れ
ま
で
の
常
識
を
覆
す
低
コ
ス
ト
生
産
、
高
収
量
で

次
世
代
型
、
無
農
薬
野
菜
の
量
産
工
場
を
、
実
に
10
万
回
以
上
の
実
験
を
重
ね
、

世
界
唯
一
の
技
術
を
確
立
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
技
術
を
活
か
し
た
レ
タ
ス
な
ど
の

野
菜
や
果
物
生
産
の
ほ
か
、
サ
フ
ラ
ン
の
栽
培
に
も
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
土
地

の
有
効
活
用
や
極
小
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
の
低
コ
ス
ト
、
高
収
穫
率
生
産
シ
ス
テ
ム
を

実
現
さ
れ
た
新
し
い
農
産
業
の
ス
タ
イ
ル
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

②
茨
城
県
笠
間
市
　
笠
間
市
役
所

「
栗
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
へ
の
取
り
組
み
」

　
笠
間
市
で
は
農
家
へ
の
支
援
策
と
し
て
、
積
極
的
な
改
植
、
苗
木
補
助
、
機
械

購
入
補
助
を
行
う
こ
と
で
生
産
意
欲
向
上
を
図
ら
れ
て
い
る
。
販
売
支
援
に
お
い

て
も
行
政
職
員
に
よ
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
や
営
業
の
ほ
か
、
近
年
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
サ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
も
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
栗
ス
イ
ー
ツ
を
求
め
多

く
の
若
い
女
性
か
ら
支
持
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
新
商

品
開
発
に
も
力
を
入
れ
、
関
東
近
郊
に
お
い
て
爆
発
的
に
認
知
度
が
上
が
っ
て
い

る
。
本
市
に
お
い
て
も
栽
培
支
援
に
続
き
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
こ
と
が
、
や

ま
が
和
栗
の
更
な
る
発
展
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
た
。

【
そ
の
他
　主
な
審
査
事
項
】

　●
令
和
7
年
度
「
山
鹿
市
工
業
団
地
整
備
事
業
」
特
別
会
計
補
正
予
算

　●
令
和
6
年
度
　水
道
事
業
会
計
決
算

　●
令
和
6
年
度
　下
水
道
事
業
会
計
決
算

　●
令
和
6
年
度
　農
業
集
落
排
水
事
業
会
計
決
算

現地調査

食のみやこ熊本県創造コンソーシアム推進事業
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市
民
福
祉
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

市
民
福
祉
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

◎
隈
部
　賢
治
　
　〇
山
下
　誠
治
　
　小
川
　榮
二

　豊
田
新
二
郎
　
　
　小
林
　文
江
　
　髙
松
　佳
美

問
　入
院
患
者
数
４
万
６
，９
１
０
人
。
外
来
患
者
数
４
万
４
，１
４
７
人
。
入
院

は
前
年
度
比
約
17
％
増
と
大
き
く
伸
び
、
外
来
は
６
％
減
少
。
入
院
増
と
外
来
減

を
ど
う
分
析
す
る
か

答
　入
院
は
医
師
数
を
増
員
。
麻
酔
科
医
と
小
児
科
医
が
増
え
、
今
年
度
は
泌
尿

器
科
医
と
眼
科
医
が
ふ
え
て
い
る
。
医
療
機
関
の
連
携
及
び
役
割
分
担
を
図
る
た

め
外
来
患
者
は
周
囲
の
か
か
り
つ
け
医
に
積
極
的
に
患
者
を
お
返
し
し
、
専
門
性

の
高
い
外
来
を
増
や
し
て
い
る
。

市
民
医
療
セ
ン
タ
ー
の
現
状
は

市
民
福
祉
委
員
会
行
政
視
察

市
民
福
祉
委
員
会
行
政
視
察

期間

令
和
７
年
７
月
２
日
〜
４
日

①
東
京
都
国
分
寺
市

②
神
奈
川
県
川
崎
市

③
東
京
都
狛
江
市

視察先

①
東
京
都
国
分
寺
市

「
中
学
３
年
生
ま
で
の
学
童
保
育
受
け
入
れ
に
つ
い
て
」

　
公
設
17
施
設
、
民
設
12
施
設
が
学
童
保
育
を
運
営
。
現
在
、
障
が
い
児
1
0
1

人
の
う
ち
、
中
学
生
障
が
い
児
10
人
が
学
童
保
育
を
利
用
し
て
お
り
、
東
京
都
独

自
の
補
助
金
で
対
応
し
て
い
る
。
中
学
生
障
が
い
児
の
受
け
入
れ
は
、
放
課
後
児

童
健
全
育
成
事
業
と
は
異
な
る
枠
組
み
で
、
ス
ペ
ー
ス
や
補
助
金
に
つ
い
て
も
別

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
本
市
と
し
て
も
要
望
が
あ
る
た
め
、
８
月
19
日
に
執

行
部
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

②
神
奈
川
県
川
崎
市
　
日
本
理
化
学
工
業
（
株
）

「
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い
て
」

　
全
体
の
７
割
の
社
員
に
知
的
障
が
い
が
あ
り
、
雇
用
の
き
っ
か
け
は
、
働
い
て

人
の
役
に
立
つ
こ
と
が
自
身
を
幸
せ
に
す
る
、
皆
働
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と

だ
っ
た
。
知
的
障
が
い
者
の
方
が
い
き
い
き
と
誇
り
を
も
っ
て
仕
事
を
さ
れ
て
い

る
の
が
と
て
も
印
象
的
で
、
本
市
に
お
い
て
も
官
民
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
け
る
よ
う
考
え
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
　主
な
審
査
事
項
】

　
●
令
和
７
年
度
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
●
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
　
他
認
定
２
件

現地調査

市民医療センター旧棟

　
将
来
を
背
負
う
分
野
と
し
て
、
緩
和
ケ
ア
病

棟
は
県
北
の
公
立
病
院
で
は
本
市
の
み
。
患
者

数
が
年
々
増
え
、
ニ
ー
ズ
は
高
い
が
、
老
朽
化

に
加
え
受
け
皿
と
し
て
現
状
ス
ペ
ー
ス
が
狭
く

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、健
診
部
門
も
手
狭
に
な
っ

て
い
る
現
状
を
視
察
し
た
。

国分寺市

狛江市
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【
そ
の
他
　主
な
審
査
事
項
】

●
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正

●
附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改
正
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








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消
防
本
部
よ
り
購
入
に
関
し
説
明
が
あ
り
、
耐
用
年
数
、
金
額
等
審
査
の
う
え

承
認
可
決
し
た
。
取
得
金
額
７
，
９
４
２
万
円

9/18
開催

総
務
文
教
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

総
務
文
教
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

災
害
対
応
特
殊
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
取
得

◎
松
見
　真
一
　〇
原
　
　芳
郎
　
　永
田
　紘
二
　
　勢
田
　昭
一

　永
田
　壮
拡
　
　古
家
　茂
臣
　
　工
藤
彩
友
美

総
務
文
教
委
員
会
行
政
視
察

総
務
文
教
委
員
会
行
政
視
察

期間

令
和
７
年
７
月
28
日
〜
29
日

宮
崎
県
都
城
市

視察先

「
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
」

　
都
城
市
で
は
、
保
育
料
の
無
料
化
や
移
住
支
援
策
を
柱

と
す
る
独
自
の
人
口
減
少
対
策
を
展
開
し
、
令
和
4
年
度

以
降
、
13
年
ぶ
り
に
人
口
増
加
を
記
録
し
て
い
る
。
中
で

も
「
移
住
応
援
給
付
金
制
度
」
は
、
全
国
か
ら
の
移
住
者

に
最
大
5
0
0
万
円
を
支
給
す
る
も
の
で
、
転
入
条
件
や

申
請
要
件
も
明
確
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
財
源
と
し
て
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
や
地
方
創
生
交
付
金
、
国
・
県
の
補
助
金

な
ど
を
活
用
し
て
い
る
。

　
加
え
て
、
若
年
層
の
地
元
定
着
を
促
す
た
め
、
「
奨
学

金
返
還
支
援
制
度
」
も
導
入
。
市
内
企
業
に
正
規
雇
用
さ
れ
た
若
者
に
対
し
、
年

間
最
大
12
万
円
を
補
助
す
る
制
度
で
、
令
和
7
年
度
か
ら
は
他
市
出
身
者
も
対
象

に
加
え
ら
れ
た
。
支
援
対
象
者
は
令
和
7
年
度
で
50
名
程
度
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

都
城
市
立
図
書
館
・
子
育
て
支
援
施
設
の
視
察

　
都
城
市
立
図
書
館
と
周
辺
の
子
育
て
支
援
施
設
を
視
察
し
、
都
市
機
能
と
市
民

サ
ー
ビ
ス
が
一
体
と
な
っ
た
空
間
づ
く
り
に
強
い
印
象
を
受
け
た
。館
長
・
井
上
氏

か
ら
は
、
地
域
と
の
協
働
体
制
や
持
続
可
能
な
運
営
方
針
に
つ
い
て
丁
寧
な
説
明

が
あ
り
、
市
全
体
で
若
者
を
支
え
る
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
計
画
か
ら
開

館
ま
で
の
ス
ピ
ー
ド
感

や
、
市
民
の
声
を
反
映

し
た
柔
軟
な
設
計
が
、

利
用
者
の
高
い
満
足
度

に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

実
感
し
た
。

配置予定先の東分署（鹿本町津袋）：管轄は菊鹿・鹿本地域

導入予定の消防ポンプ自動車（イメージ図）
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建
設
経
済
分
科
会

　山
鹿
市
水
道
事
業
料
金
改
定
の
効
果
は

問
　
昨
年
度
、
水
道
料
金
が
改
定
さ
れ
た
が
値
上
げ
に
よ
る
効
果
は

答
　
令
和
6
年
度
の
決
算
に
お
い
て
、
純
利
益
3
，0
4
5
万
7
，8
7
4

円
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
料
金
改
定
に
よ
り
水
道
事
業
の
財
政
体

質
の
改
善
と
更
新
財
源
の
確
保
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
今
後
は
安
定
的

な
供
給
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
老
朽
管
の
更

新
に
つ
い
て
も
今
年
度
2
，1
5
0
ｍ
の
管
路
更
新
を
予
定
し
て
い
る
。

市
民
福
祉
分
科
会

　地
域
医
療
提
供
体
制
充
実
事
業
と
は

問
　
こ
の
事
業
の
目
的
は

　答
　
将
来
的
に
山
鹿
市
内
の
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
等
で
働
く
看
護
師
を

育
成
・
確
保
し
、
修
学
に
必
要
な
資
金
を
貸
与
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
医

療
人
材
の
確
保
と
市
民
の
健
康
維
持
・
増
進
を
図
る
。

　問
　ど
れ
く
ら
い
の
資
金
が
貸
与
さ
れ
る
の
か
。
総
額
の
内
訳
は

　答
　
総
額
約
2
，0
0
0
万
円
を
積
算
、
今
後
約
7
年
間
で
21
名
の
利
用
を

見
込
み
、
年
間
3
名
を
想
定
、
看
護
師
13
名
、
准
看
護
師
8
名
を
対
象
に
、

1
人
あ
た
り
最
大
1
9
2
万
円
（
4
年
間
）
を
貸
与
予
定
。

　問
　貸
与
さ
れ
た
資
金
の
返
済
義
務
は

　答
　
養
成
学
校
卒
業
後
、
1
年
3
ヶ
月
以
内
に
山
鹿
市
内
の
医
療
機
関
等

で
勤
務
を
開
始
し
、
貸
与
期
間
の
1
・
5
倍
の
期
間
勤
務
し
た
場
合
は
、

返
済
が
免
除
。
退
学
や
市
外
へ
の
就
職
の
場
合
は
、
全
額
返
還
と
な
る
。

　問
　就
職
先
の
条
件
や
こ
れ
ま
で
の
利
用
状

況
は

　答
　
山
鹿
市
内
の
医
療
機
関
や
介
護
老
人
保

健
施
設
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
児
童
福
祉
施
設
、
障
害
者

支
援
施
設
な
ど
看
護
師
が
勤
務
で
き
る
場
所

が
対
象
。

　
平
成
27
年
度
か
ら
31
名
が
利
用
。
現
在
14

名
が
市
内
で
勤
務
し
て
お
り
、
未
返
済
者
は

い
な
い
。
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予算決 算予算決算

予
算
決
算
委
員
会
か
ら
の
意
見
・
要
望

①
予
備
費
か
ら
流
用
し
支
出
し
て
い
る
約
１
，
５
０
０
万
円
の
う

ち
、
市
税
の
過
誤
納
金
還
付
と
し
て
充
用
し
た
約
９
７
０
万
円
に

つ
い
て
、
原
因
が
生
じ
た
際
、
議
会
に
対
し
て
説
明
す
る
機
会
を

確
保
す
べ
き
で
あ
る
。

②
定
員
に
満
た
な
い
市
立
幼
稚
園
、
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
よ
り

一
層
魅
力
あ
る
運
営
方
法
の
改
善
へ
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

③
執
行
率
の
低
い
予
算
・
事
業
に
つ
い
て
は
、
成
果
や
ニ
ー
ズ
を

検
証
し
た
上
で
の
計
上
及
び
執
行
に
努
め
て
ほ
し
い
。

総
務
文
教
分
科
会

問
　
市
民
球
場
の
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
電
光
表
示
部
制
御
シ
ス
テ
ム
故
障
に

係
る
改
修
工
事
は
現
行
の
仕
様
の
ま
ま
か

答
　
現
行
の
制
御
盤
機
能
の
不
具
合
改
修
工
事
の
み
で
あ
る
。

問
　
年
間
の
利
用
状
況
は

答
　
利
用
状
況
は
年
間
１
万
５
，
２

１
８
人
、
件
数
２
１
３
件
の
利
用
。

２
１
３
件
の
内
訳
は
市
内
利
用
９
件
、

市
外
利
用
2
0
4
件
。

問
　
ほ
か
の
施
設
の
利
便
性
向
上
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

答
　
D
X
推
進
に
よ
る
予
約
シ
ス
テ

ム
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
等
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

さ
ら
に
空
調
施
設
整
備
や
ト
イ
レ
の

洋
式
化
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ナ
イ
タ
ー
施

設
の
L
E
D
化
な
ど
が
必
要
だ
と
考

え
る
。 体

育
施
設
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
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答
福
祉
部
長

①
市
役
所
本
庁
舎
を
始
め
、

各
市
民
セ
ン
タ
ー
や
社
会

体
育
施
設
な
ど
主
要
25
施

設
を
調
査
。
う
ち
８
施
設

に
設
置
済
。
残
り
17
施
設

問
①
女
性
が
出
産
後
安
心

し
て
社
会
参
画
が
で
き
、

健
康
に
活
動
す
る
た
め
社

会
全
体
が
出
産
後
の
健
康

管
理
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
し
、
公
共
施
設
や
職
場
、

商
業
施
設
に
お
い
て
安
心

し
て
授
乳
・
搾
乳
が
で
き

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
が

重
要
だ
と
考
え
る
。
現
在

の
本
市
の
授
乳
室
設
置
状

況
を
伺
う

②
出
産
や
子
育
て
支
援
充

実
の
た
め
、
必
要
な
方
が

搾
乳
で
き
る
環
境
づ
く
り

に
つ
い
て
、
理
解
と
今
後

の
搾
乳
室
設
置
の
方
向
性

を
伺
う

授乳、搾乳についての理解と、搾乳室設置の方向性は
子育て支援センターに設置し周知・啓発を行う

その他の質問
•公共施設のオンライン予約システムと
　Wi-Fi の整備状況について
•災害時の情報共有と、トイレ問題について
•予防医療の推進について

に
授
乳
室
は
な
い
が
、
要

望
が
あ
れ
ば
別
室
を
案
内

で
き
る
よ
う
対
応
。
職
員

に
は
授
乳
室
を
利
用
す
る

方
へ
の
配
慮
等
に
つ
い
て

教
育
・
啓
発
を
図
っ
て
い

く
。

②
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
、
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を

設
置
し
利
用
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
。
適
切
な
環
境

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
授

乳
室
で
「
搾
乳
が
で
き

る
」
表
示
を
追
加
、
整

備
・
充
実
に
努
め
る
。
広

く
市
民
に
周
知
す
る
方
法

と
し
て
、
公
共
施
設
に
つ

い
て
は
、
や
ま
が
メ
イ
ト

や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

活
用
す
る
。

髙松　佳美　議員
たかまつ　　よしみ

（公明党）

　市議会だよりでは、紙面の都合上、１人１問の
質問と答弁を要約して掲載しています。

市政のここが聞きたい市政のここが聞きたい市政のここが聞きたい
　一般質問とは議員が市政全般にわたり、市の考えを問うものです。
9月定例会の一般質問は、9月9日､10日の両日にわたり、9名の議員が
行いました。

一般質問

※二次元バーコードからYouTubeでの録画配信をご覧いただけます。
質問議員 質問趣旨 掲載 質問議員 質問趣旨 掲載

髙松　佳美

芋生よしや

服部　香代

古川　和博

金光　一誠

授乳、搾乳についての理解と、搾乳室設置の方向性は

男女共同参画視点で避難所改善は

運転免許自主返納支援ワンストップ化へ

農林業への支援策をどう考える

P8

P9

P9

P10

P10

勢田　昭一

高橋　龍一

古家　茂臣

永田　紘二

「やまが和栗」今後の戦略目標は

三玉地区公民館の老朽化への対応は

厳しい財政状況の対応策は

P11

P11

P12

P12令和6年度決算分析、職員配置及び
財源確保は

働き方改革やDX化の先に、市役所開庁
時間短縮の可能性はあるか
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答
総
務
部
長

　
運
営
班
職
員
３
名
に
可

能
な
限
り
女
性
職
員
1
名

を
配
置
、
女
性
な
ら
で
は

の
視
点
で
気
配
り
や
対
応

に
努
め
て
い
る
。
内
閣
府

が
定
め
た
「
避
難
生
活
に

お
け
る
良
好
な
生
活
環
境

問
こ
れ
ま
で
避
難
所
の
運

営
・
改
善
を
求
め
、
環
境

充
実
に
努
め
て
い
く
と
の

答
弁
で
あ
っ
た
が
、
安
心

し
て
過
ご
し
て
も
ら
え
る

よ
う
様
々
な
状
況
に
応
じ
、

男
女
共
同
参
画
視
点
を
入

れ
て
の
運
営
・
設
備
の
改

善
。
避
難
者
や
避
難
所
ス

タ
ッ
フ
の
意
見
を
取
り
入

れ
た
、
避
難
所
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
改
善
は
進
ん
で

い
る
の
か
。

男女共同参画視点で避難所改善は
女性1名配置、マニュアル改訂も予定

問
市
職
員
は
10
年
間
で
91

人
削
減
し
て
い
る
が
、
事

業
数
は
ほ
ぼ
変
わ
ら
ず
負

担
感
は
増
し
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
低
下
が
危
惧
さ
れ

る
。
D
X
化
や
業
務
見
直

し
に
よ
り
職
員
の
働
き
方

改
革
を
進
め
る
べ
き
。
コ

ン
ビ
ニ
交
付
や
「
や
ま
が

メ
イ
ト
」
、
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
の
拡
充
な
ど
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化

は
着
実
に
進
展
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、

窓
口
業
務
の
在
り
方
を
再

考
す
べ
き
時
期
に
来
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
令
和

6
年
度
の
残
業
時
間
は
約

3
9
，
0
0
0
時
間
、
残

業
手
当
は
8
，
2
4
0
万

円
に
上
り
、
財
政
的
に
も

看
過
で
き
な
い
状
況
で
あ

る
。
開
庁
時
間
を
短
縮
す

る
こ
と
で
勤
務
時
間
の
再

構
成
や
業
務
効
率
化
が
進

み
、
残
業
の
発
生
要
因
そ

の
も
の
を
減
ら
す
こ
と
が

可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
、

業
務
改
革
に
よ
り
生
ま
れ

た
時
間
を
職
員
の
研
修
や

政
策
立
案
、
業
務
改
善
に

充
て
る
こ
と
で
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
も

働き方改革やDX化の先に、市役所開庁時間短縮の可能性はあるか
市民の利便性を重視し研究していく

その他の質問
・職員の働き方改革について
・経常収支比率から見る財政状況
　について

その他の質問

・加齢性難聴者への補聴器購入
　補助について

答
総
務
部
長

　
本
市
の
窓
口
業
務
は
午

後
5
時
15
分
ま
で
で
、
終

業
間
際
に
来
庁
さ
れ
た
場

合
、
手
続
き
内
容
に
よ
っ

て
は
、
そ
こ
か
ら
1
時
間

以
上
を
要
す
る
場
合
が
あ

る
。
窓
口
業
務
時
間
を
短

縮
す
れ
ば
、
残
業
時
間
や

手
当
の
削
減
が
期
待
で
き

る
が
、
市
民
の
利
便
性
と

の
両
立
が
課
題
で
あ
る
。

現
在
、
具
体
的
な
検
討
に

は
至
っ
て
い
な
い
が
、
関

係
所
管
と
連
携
し
な
が
ら

実
施
の
可
能
性
を
研
究
し

て
い
く
。

過去の議会でも質問
平成29年9月、令和2年9月、
令和４年9月

芋生　よしや　議員
いもう

（日本共産党）

服部　香代　議員
はっとり　　かよ

の
確
保
に
向
け
た
取
組
指

針
」
に
基
づ
き
、
令
和
７

年
3
月
に
備
蓄
計
画
を
改

定
。
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
や

簡
易
ベ
ッ
ド
な
ど
の
計
画

的
導
入
で
、
環
境
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

 

「
周
り
の
目
が
気
に
な

る
」
や
「
ゆ
っ
く
り
横
に

な
っ
て
休
み
た
い
」
な
ど

の
意
見
を
踏
ま
え
、
ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
市
民
へ
の
声

掛
け
や
避
難
所
内
の
見
回

り
な
ど
、
避
難
所
環
境
の

改
善
に
も
取
組
ん
で
い
る
。

令
和
4
年
4
月
以
降
行
っ

て
い
な
か
っ
た
運
営
マ
ニ

ュ
ア
ル
も
「
避
難
所
運
営

に
係
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
」
を
用
い
て
点
検
し
改

訂
を
予
定
し
て
い
る
。

つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
。

開
庁
（
窓
口
な
ど
）
時
間

短
縮
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

る
可
能
性
は
あ
る
か
。
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答
総
務
部
長

　
運
転
免
許
証
自
主
返
納

者
は
、
令
和
5
年
1
3
1

名
・
令
和
6
年
1
6
1
名
。

支
援
事
業
の
申
請
者
は
、

初
年
度
1
3
9
名
。
内
訳

は
、
本
人
申
請
1
0
4
名
。

代
理
申
請
35
名
。
今
後
の

返
納
支
援
啓
発
活
動
と
し

て
や
ま
が
メ
イ
ト
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
自
主

返
納
を
促
し
、
山
鹿
警
察

署
で
「
運
転
免
許
取
消
通

知
」
取
得
後
に
、
市
役
所

本
庁
に
て
「
支
援
申
請
」

を
行
っ
て
い
る
手
続
き
の

一
本
化
に
向
け
、
山
鹿
警

察
署
と
協
議
を
進
め
て
行

き
た
い
。

問
高
齢
者
の
交
通
事
故
は
、

社
会
的
課
題
で
あ
る
が
、

地
方
に
あ
っ
て
は
、
「
生

活
の
足
」
で
あ
り
返
納
が

進
み
に
く
い
現
状
で
あ
る
。

本
市
の
運
転
免
許
証
取
得

者
、3
4
，1
8
4
名
の
内

65
歳
以
上
は
、1
2
，

9
4
4
名
、
37
・
9
％
の

状
況
で
あ
る
。
昨
年
4
月

か
ら
返
納
支
援
事
業
と
し

て
「
商
品
券
2
，
0
0
0

円
」
の
交
付
が
始
ま
っ
て

い
る
も
の
の
手
続
き
上
、

申
請
者
に
不
便
な
点
が
見

ら
れ
る
た
め
、
過
去
の
返

納
実
績
及
び
申
請
手
続
き

の
一
本
化
に
つ
い
て
問
う
。

運転免許自主返納支援ワンストップ化へ
窓口一本化を目指し、返納者の利便性向上を図りたい

答
農
林
部
長

　
持
続
可
能
な
循
環
型
農

業
を
継
続
し
て
い
く
た
め

に
は
、
オ
ガ
粉
は
堆
肥
づ

く
り
に
欠
か
せ
な
い
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
も
、
畜
産
農
家

に
対
し
て
飼
料
高
騰
対
策

事
業
に
よ
り
約
６
，
３
０

０
万
円
を
補
助
し
て
お
り
、

他
の
生
産
者
と
の
公
平
性

や
公
益
性
を
考
慮
す
る
必

要
が
あ
り
、
全
体
的
な
バ

ラ
ン
ス
を
見
て
支
援
策
を

研
究
す
る
。

問
資
源
循
環
型
農
業
を
推

し
進
め
る
た
め
、
液
肥
供

給
施
設
が
建
設
さ
れ
、
家

畜
の
し
尿
が
液
肥
と
し
て

製
造
、
農
地
に
還
元
さ
れ

て
き
た
。
３
施
設
と
も
、

解
体
・
撤
去
さ
れ
、
そ
の

役
割
が
終
了
し
、
今
は
跡

形
も
な
く
、
畜
産
農
家
が

各
自
で
し
尿
の
処
分
を
行

い
、
農
家
負
担
が
ふ
え
て

い
る
。
堆
肥
の
製
造
に
は
、

オ
ガ
粉
が
使
用
さ
れ
市
内

で
の
製
造
量
は
、
市
内
畜

産
農
家
の
使
用
量
に
は
満

た
ず
、
他
市
町
か
ら
価
格

の
高
い
材
料
を
購
入
し
て

い
る
の
が
実
情
で
、
農
家

の
負
担
は
増
す
ば
か
り
で

あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
森
林

組
合
の
オ
ガ
粉
製
造
施
設

が
老
朽
化
し
て
お
り
、
今

後
新
し
い
施
設
に
更
新
さ

れ
れ
ば
、
事
業
費
も
高
額

で
、
生
産
さ
れ
る
オ
ガ
粉

の
価
格
も
以
前
よ
り
高
く

な
る
と
聞
い
て
お
り
、
畜

産
農
家
の
経
営
を
さ
ら
に

圧
迫
す
る
こ
と
と
な
る
。

市
は
、
こ
れ
ま
で
の
実
情

を
踏
ま
え
、
林
業
振
興
や

農林業への支援策をどう考える
支援策を研究する

過去の議会でも質問
令和６年９月

金光　一誠　議員
かなみつ　　いっせい

その他の質問

•次世代につなぐ持続可能な農業について
•下水汚泥肥料の利活用の取組について
•県河川除草作業への対応について

その他の質問
•農林業の被害状況、農業の現状、
　特用林産物の支援策、機械購入
　の支援策、農林業の課題と対策

畜
産
振
興
の
発
展
に
向
け
、

上
乗
せ
補
助
や
物
価
高
騰

に
対
す
る
支
援
策
を
問
う
。

古川　和博　議員
ふるかわ　　かずひろ

（清風やまが）



て
い
る
。
旅
館
や
飲
食
店

等
の
観
光
業
に
関
わ
る

方
々
、
物
産
館
等
で
土
産

品
の
販
売
に
関
わ
る
方
々
、

そ
し
て
栗
を
栽
培
す
る
生

産
者
の
方
々
が
「
和
栗
」

で
収
益
を
上
げ
る
こ
と
の

で
き
る
流
れ
を
構
築
す
る

こ
と
が
最
大
の
目
標
と
考

え
て
い
る
。
さ
ら
に
、
次

世
代
を
担
う
山
鹿
市
の
子

ど
も
た
ち
が
和
栗
に
つ
い

て
学
び
、
地
域
へ
の
愛
着

と
理
解
を
育
む
「
栗
育
」

に
も
力
を
入
れ
て
取
り
組

む
予
定
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

「
や
ま
が
和
栗
」
を
地
域

振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
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答
農
林
部
長

　
や
ま
が
和
栗
振
興
協
議

会
で
は
、
将
来
の
目
指
す

姿
を
「
日
本
一
、
和
栗
で

稼
げ
る
山
鹿
市
」
と
掲
げ

問
西
日
本
一
生
産
量
を
誇

る
「
や
ま
が
和
栗
」

　
最
近
、
マ
ス
コ
ミ
等
で

頻
繁
に
話
題
に
上
が
っ
て

い
て
、
そ
の
Ｐ
Ｒ
力
は
す

ご
い
と
感
じ
て
い
る
（
特

に
県
立
大
生
・
鹿
本
農
高

生
・
鹿
北
中
学
生
）
。

　
そ
こ
で
、
こ
れ
だ
け
の

「
生
産
力
」
「
Ｐ
Ｒ
力
」

を
ど
う
築
い
て
き
た
の
か
。

そ
の
成
果
と
課
題
を
伺
っ

た
が
、
今
後
の
戦
略
目
標

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

「やまが和栗」今後の戦略目標は
「日本一、和栗で稼げる山鹿市」を！！

答
教
育
部
長
　

　
本
市
の
地
区
公
民
館
の

中
で
も
山
鹿
地
域
の
施
設

は
築
後
40
年
以
上
経
過
し

て
い
る
建
物
が
多
く
、
経

年
劣
化
に
よ
る
雨
漏
り
や

ひ
び
割
れ
等
の
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
。
そ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
、
直
近

で
は
米
田
地
区
公
民
館
と

八
幡
地
区
公
民
館
の
改
修

工
事
を
実
施
し
た
。
ご
指

摘
の
よ
う
に
対
応
で
き
て

い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の

で
、
公
民
館
活
動
に
支
障

が
な
い
よ
う
に
適
切
な
対

応
を
図
っ
て
い
く
。

問
地
域
住
民
に
と
っ
て
重

要
な
役
割
を
持
つ
地
区
公

民
館
に
つ
い
て
、
築
45
年

を
経
過
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
雨
漏
り
が
ひ
ど

く
経
年
劣
化
が
激
し
い
。

三
玉
地
区
公
民
館
を
例
に

あ
げ
る
と
、
再
三
、
劣
化

の
状
況
を
報
告
し
、
補
修

の
依
頼
を
し
て
い
る
が
一

向
に
改
善
さ
れ
な
い
。
今

後
の
維
持
管
理
の
方
針
に

つ
い
て
尋
ね
る
。

三玉地区公民館の老朽化への対応は
公民館運営に支障がないように適切に対応する

その他の質問
・障害者支援の施策（小学生から
　社会人まで）について
　　　　　＜つなぐ視点で＞

その他の質問

・令和6年度決算について

令和６年９月「スーパー中山間地事業
（ワインと和栗）」について

過去の議会でも質問
勢田　昭一　議員
せいだ　　しょういち

高橋　龍一　議員
たかはし　  りゅういち

収穫前の「やまが和栗」菊鹿町にて
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答
総
務
部
長

　
本
市
の
財
政
指
標
に
つ

い
て
、
財
政
力
指
数
は
近

年
０
・
33
〜
０
・
34
、
経

常
収
支
比
率
は
99
％
前
後

で
推
移
し
て
い
る
傾
向
に

あ
り
、
ご
指
摘
の
と
お
り

財
政
運
営
が
硬
直
化
し
て

い
る
状
況
。

　
財
政
指
標
に
つ
い
て
も
、

今
後
策
定
す
る
総
合
計
画

に
お
い
て
市
の
将
来
構
想

を
設
計
す
る
中
で
産
業
構

造
の
変
化
や
歳
入
確
保
、

人
件
費
や
公
共
施
設
の
在

り
方
等
、
事
業
の
「
選

択
」
と
「
集
中
」
に
つ
い

て
徹
底
的
に
議
論
し
て
い

く
こ
と
で
持
続
可
能
な
財

政
構
造
が
構
築
さ
れ
る
も

の
と
考
え
る
。

問
自
治
体
の
財
政
状
況
を

示
す
指
標
と
し
て
財
政
力

指
数
が
あ
る
が
、
本
市
は

０
・
34
と
県
内
14
市
の
中

で
下
か
ら
３
番
目
と
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。
余
裕
あ

る
財
政
運
営
が
困
難
で
、

今
後
の
予
算
執
行
に
も
支

障
が
で
る
と
危
惧
さ
れ
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
を
考
え

れ
ば
、
事
業
の
見
直
し
に

よ
る
経
費
削
減
、
ま
た
、

ふ
る
さ
と
納
税
等
新
た
な

税
収
確
保
等
、
財
政
健
全

化
対
策
を
全
庁
あ
げ
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
今
後
の
対
策

は
あ
る
か
。

厳しい財政状況の対応策は
策定する総合計画の中で歳入歳出を議論する

答
①
②
総
務
部
長

　
令
和
６
年
度
の
経
常
収

支
比
率
は
99
・
0
％
で
、

会
計
年
度
任
用
職
員
、
一

般
職
員
給
与
及
び
退
職
金

の
増
加
の
影
響
に
よ
り
人

件
費
は
前
年
度
比
13
・

0
％
の
増
加
。
会
計
年
度

任
用
職
員
は
、
新
規
事
業

に
伴
う
も
の
に
限
定
し
、

一
般
事
務
の
単
純
な
増
員

は
原
則
認
め
て
い
な
い
。

問
①
令
和
６
年
度
決
算
に

お
け
る
経
常
収
支
比
率
及

び
歳
出
分
析
に
つ
い
て
。

②
会
計
年
度
任
用
職
員
の

雇
用
に
つ
い
て
。

③
ふ
る
さ
と
納
税
の
今
後

の
戦
略
に
つ
い
て
問
う
。

令和６年度決算分析、職員配置及び財源確保は
財政運営改善に対する取組を進める

古家　茂臣　議員
ふるいえ　　しげおみ

永田 紘二　議員
ながた　こうじ

予
算
要
求
時
期
に
は
、
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
真

に
必
要
性
が
あ
る
部
署
に

配
置
し
、
人
事
異
動
等
で

対
応
で
き
る
と
こ
ろ
は
対

応
す
る
な
ど
し
て
総
雇
用

数
の
抑
制
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

答
③
商
工
観
光
部
長

　
今
後
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
更
な
る
増
加
を
目
指
す

た
め
に
、
ま
ず
は
返
礼
品

提
供
事
業
者
の
拡
充
を
進

め
、
本
市
独
自
の
返
礼
品

の
創
出
に
も
注
力
し
て
い

く
考
え
で
あ
る
。
寄
附
を

通
じ
た
本
市
の
魅
力
向
上

を
図
り
、
寄
附
金
額
の
増

加
に
も
努
め
て
い
く
。

その他の質問

・組織の改編について
　（総合戦略課、企業誘致課）
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令和7年(第4回)9月定例議会における審議結果表

○は賛成　●は反対　欠は欠席

件　　名

議席番号

議員氏名

決算

和6年度山鹿市一般会計歳入歳出決算の認
定について
令和6年度山鹿市国民健康保険事業特別会
計歳入歳出決算の認定について
令和6年度山鹿市後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算の認定について
令和6年度山鹿市介護保険事業特別会計歳
入歳出決算の認定について

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　 ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　 ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　 ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 　 ● ●

永
田
　紘
二

服
部
　香
代

有
働
　辰
喜

勢
田
　昭
一

芋
生
よ
し
や

小
川
　榮
二

松
見
　真
一

金
光
　一
誠

古
川
　和
博

山
下
　誠
治

豊
田
新
二
郎

高
橋
　龍
一

隈
部
　賢
治

原
　
　芳
郎

永
田
　壮
拡

古
家
　茂
臣

小
林
　文
江

髙
松
　佳
美

北
原
　和
智

工
藤
彩
友
美

2019181716151413121110987654321

全会一致で原案可決等された議案

賛否が分かれた議案 議長は採決に加わりません

議
　
　長

反  

対  

討  

論

芋生　よしや
●一般会計歳入歳出決算
　令和6年度人口47,756人となり、危機感がある。財政調整基金は約54億円で、市民のくらしを応援でき
る財政はある。福祉の増進を図る自治体の役割を果たし、「選ばれるやまが」を進めていくべき。マイナ
ンバーカード交付事業を含む、戸籍住民基本台帳費1億1,271万8千円は、保険証の廃止以降、医療機関
窓口で保険情報を確認する “証明書” が、9種類も混在することとなり、事務効率化どころか、より煩雑と
なるため反対。
●国民健康保険事業特別会計決算
　長期の物価高騰で、市民生活への影響が生じている。保険税負担抑制のため、強い姿勢で国に財政支出
を働きかけること。国の方針に関わらず、国保会計を守る観点から、一般会計からの繰入れを行うよう求
め反対。
●後期高齢者医療特別会計決算
　市は、医療費適正化と健康寿命の延伸を述べているが、高齢者の生活の厳しさは増すばかり。受診控え、
食費の切り詰めまで行っている。高齢者を年齢で差別する医療制度そのものに反対。
●介護保険事業特別会計決算
　高齢化率が上がる中、要介護認定者数は増加し介護サービスは求められる一方、介護施設の職員不足が
課題となりサービスの影響が出ている。保険あって介護なしの厳しい現状は改善されていない。保険料・
利用料の負担軽減を求め反対。

補正
予算

条例

議案

山鹿市職員の育児休業等に関する条例等の
一部を改正する条例
山鹿市附属機関設置条例の一部を改正する条例

令和7年度山鹿市一般会計補正予算（第2号）

令和7年度山鹿市介護保険事業特別会計補
正予算（第1号）
令和7年度山鹿市工業団地整備事業特別会
計補正予算（第1号）
財産の取得について（災害対応特殊水槽付
消防ポンプ自動車）

令和6年度六郷財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

令和6年度城北財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

令和6年度稲田財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

令和6年度山鹿市水道事業会計決算の認定について

令和6年度山鹿市病院事業会計決算の認定について

令和6年度山鹿市下水道事業会計決算の認定について

令和6年度山鹿市農業集落排水事業会計決算の認定について

決算



　
猛
暑
の
夏
か
ら
秋
へ
と
移
り
変
わ
る
中
、熊
本
で

は
豪
雨
災
害
に
見
舞
わ
れ
、多
く
の
地
域
で
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

昨
今
の
大
雨
は
、予
想
を
超
え
る
雨
量
を
記
録
し
、

下
水
道
や
水
路
の
排
水
が
追
いつ
か
ず
、内
水
氾
濫

が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。想
定
外
の

災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、今
後
、新
た
な
視
点
で

見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
、改
め
て
考
え
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
て
、９
月
定
例
会
で
は
、令
和
６
年
度
決
算
の

認
定
が
行
わ
れ
ま
し
た
。財
政
の
健
全
性
や
行
政
の

効
率
性
を
評
価
す
る
重
要
な
手
続
き
で
あ
り
、議

会
で
は
、各
委
員
会
で
の
審
査
を
経
て
、し
っか
り
と

精
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。限
ら
れ
た
財
源
の

中
で
、地
域
経
済
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み

は
、今
後
ま
す
ま
す
重
要
に
なっ
て
ま
い
り
ま
す
。市

民
の
皆
さ
ま
の
声
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、よ
り

良
い
政
策
の
実
現
に
向
け
て
、引
き
続
き
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、新
人
議
員
と
し
て
の
活
動
も
、早
い
も
の

で
半
年
が
経
過
し
ま
し
た
。今
後
も
、議
会
を
よ
り

身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、〝
明
る
い
未
来
の
や
ま

が
〞を
お
届
け
で
き
る
よ
う
、努
力
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
広
報
広
聴
委
員
会
　
髙
松 

佳
美
　

山
鹿

市
議

会
事

務
局

〒
861-0592　

熊
本
県
山
鹿
市
山
鹿
987-3

電
話

 0968-43-1634
山

鹿
市

議
会

だ
よ

り
 vo

l.4
9

議会の主な動き
2日

14日
15日
23日
24日
25日
28日
29日
30日

4日

22日
26日
27日

2日
9日

10日
11日
16日
17日
18日
22日
25日
26日

29日

(水)
(月)
(火)
(水)
(木)
(金)
(月)
(火)
(水)

(月)

(金)
(火)
(水)

(火)
(火)
(水)
(木)
(火)
(水)
(木)
(月)
(木)
(金)

(月)

市民福祉委員会行政視察（～４日）
行政視察受け入れ（熊本県人吉市）
全員協議会
熊本県北市議会連絡協議会（山鹿市）
行政視察受け入れ（千葉県八街市）
百歳到達者表敬訪問
総務文教委員会行政視察（～２９日）
熊本県知事への要望活動
建設経済委員会行政視察（～３１日）

国道３号植木バイパス建設促進期成会
要望活動（福岡市）
広報広聴委員会行政視察
議会運営委員会
全国市議会議長会研究フォーラム（～２８日）

９月定例会開会・全員協議会
９月定例会質疑・一般質問
９月定例会質疑・一般質問・委員会付託
予算決算委員会
建設経済委員会
市民福祉委員会
総務文教委員会
予算決算委員会
議会運営委員会
９月定例会閉会・全員協議会
広報広聴委員会
国道3号植木バイパス早期実現期成会総会

編

集

後

記

7
月

8
月

9
月

議会を
check!check!

「
議
会
だ
よ
り
第
48
号
」（
令
和
７
年
９
月
１
日
発
行
）

2
ペ
ー
ジ
の
ま
ち
な
か
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
事
業
の

記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
誤
）
２
億
３
３
６
万
円
　

　
　
　
　
正
）
２
，
０
３
３
万
６
千
円

　
訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　議会傍聴は勉強になります。「市議会だより」では分
からないことが学べますし、議員の皆様それぞれの考え
もわかり、次回の選挙への参考にもなりました。できる
だけ毎回参加したいです。　　　　　　（鹿北 70 代）

　議会を後日動画配信で見たことはありましたが実際に
初めて傍聴しました。議員側が市の監視役として市政の
PDCA サイクルを回してほしいです。また、議員や他の
市民と議論する機会があればと思います。　　（50 代）

　一般質問開始から 3 人連続女性議員、いずれも生活
に根差した女性らしい質問で新鮮な気持ちで聞きました。
財政については「ふるさと納税」頼みで良いのか疑問を
持ちましたが、自分でも考えてみたいと思いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（山鹿 70 代）

　初めてでしたが楽しかったです。また来たいと思いま
す。　　　　　　　　　　　　　　　　（菊鹿 30 代）

　初めて傍聴しました、山鹿市の現状が少しだけ分かっ
てきました。これからもよろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（鹿本 60 代）

次回の定例会は11月25日㈫開会の予定です。
（都合により変更となることがあります。）
11/25㈫　開会日　
12/ 2 ㈫･12/ 3 ㈬　質疑・一般質問
12/ 4 ㈭　予算決算委員会　12/ 8 ㈪　建設経済委員会 
12/ 9 ㈫　市民福祉委員会　12/10㈬　総務文教委員会
12/12㈮　予算決算委員会　12/16㈫　議会運営委員会
12/17㈬　閉会日

9月定例会
傍聴席からこんな声をいただきました。
今回はその中の一部をご紹介します、
　　貴重なご意見ありがとうござい
　　　　　ました。

訂正とお詫び


